
新潟県立大学北東アジア研究所公開セミナー 
 

北東アジアをめぐる諸様相-令和5年～7年度プロジェクト研究の主要成果  

 新潟県立大学北東アジア研究所（ERINA-UNP）では、2023～25年度の3年間にわたって、北東アジアの経済社

会の様相やそれが新潟を含む日本にどのような影響を与えるのかについてプロジェクトを立ち上げ、国際共同研 

究を行ってきました。本セミナーでは、3年間の研究成果とそれが示唆する政策の方向性などについて各担当教 

員が報告を行い、参加者との意見交換を通じ、今後の研究のさらなる発展につなげていきたいと考えています。 

■ 14:00-14:05 開会挨拶 新潟県立大学北東アジア研究所 所長・教授 シャクダル エンクバヤル  

■ 14:05-15:05 発表（各20分） 

            「北東アジアのサプライチェーンと経済安全保障：トランプ関税のインパクト」 

            北東アジア研究所 教授 中島朋義 

            「日本におけるサプライチェーンの再編」  北東アジア研究所 准教授 李春霞 

            「釜山港と日本の地方港の結びつき－コロナ禍前後の変化」 北東アジア研究所 教授 新井洋史  

■ 15:05-15:15 休憩 

■ 15:15-16:35 発表（各20分） 

            「北東アジアにおける気候変動とSDGs：モンゴル・ロシアに関する近年の研究から得られた示唆」 

             北東アジア研究所 教授 シャクダル エンクバヤル（発表英語・日本語逐次通訳） 

            「北東アジアにおけるSDGs実現のための国際協力の方向性」  

             北東アジア研究所 教授 三村光弘 

                          「農業法人は日本と新潟にとってなぜ重要なのか－経済学の視点からみた家族経営との比較とそ 

             の役割－」 

            北東アジア研究所 准教授 董琪 

■ 16:35-16:40 休憩 

■ 16:40-16:55 質疑応答 

■ 16:55-17:00 閉会挨拶 新潟県立大学北東アジア研究所 副所長・教授 新井洋史 

 北東アジア研究所ホームページ（https://www.unii.ac.jp/erina-unp/）または、 
 QRコードよりお申し込み下さい。                                                                   

お問い合わせ 
新潟県立大学企画広報課 
TEL: 025-368-8224 E-mail: erina-unp@unii.ac.jp 

※プログラム内容は変更になる場合があります。 プログラム 

日時： 2026年5月27日 （水）  14：00‐17：00 

会場：  新潟県立大学コモンズ3号館4階 5401会議室 
       新潟市東区海老ケ瀬471 

     オンラインで視聴可 

会場定員： 20名 会場参加申込締切 5月22日（金） 17：00 

            定員になり次第、締め切らせて頂きます。 

参加無料 

オンライン申込完了後、メールにて参加用URL
をお送りします。 
前日までにメールが届かない場合は、下記まで
お問合せください。 

お申込み方法 

オンライン 
申込QR 

会場申込QR 


